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享

保

十

二
年

の

「
町
絵

図
」
に

つ
い

て

享
保
六
年

（
一
七
二

一
）
閏
七
月
廿

一
日
、
家

老
に
抜
擢
さ
れ
た
今
宮
又
二
郎
光
冬

（後
に
大
学

義
透
と
改
名
）
は
、
約
十
三
年
間
に
わ
た

っ
て
、

藩
勢
調
査
を
主
導
し
た
。
こ
の
過
程
で
作
成
さ
れ

た
資
料
の

一
つ
が
、
「
町
絵
図
」
で
あ
る
。

「
郡
村
日
記
」
に
、
こ
の
絵
図
に
関
す
る
こ
と

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
享
保
十
三
年
五

月
廿
六
日
に
、
ア

・院
内

一
円
之
絵
図
御
用

二
御

座
候
間
、
別
紙
書
付
之
通
出
来
次
第
二
御
差
出
し
…
」

が
所
預
大
山
若
狭
に
命
じ
ら
れ
、
「
覚
」
と
し
て

「内
町
外
町
其
町
々
之
名
記
可
申
候
、
内
町
は
表

間
裏
間
屋
敷
主
、
名
記
可
申
候
」
な
ど
作
図
上
の

留
意
点
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
記
に
は
大

館
に
関
す
る
記
述
は
な
い
が
、
当
館
で
は
、
十
二

所
と
角
間
川
を
除
く
、
大
館
、
桧
山
、
刈
和
野
、

角
館
、
横
手
、
湯
沢
、
院
内
の
絵
図
を
所
蔵
し
て

い
る
。

な
お
、
『
北
家
御
日
記
』
十
三
年
六
月
五
日
の

条
に
、
絵
図
の
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
度
刊
行
が
始
ま

っ
た

『
南
家
御
日
記
』

（
湯

沢
図
書
館
蔵
）
に
も
、
同
様
の
記
事
が
見
ら
れ
る

と
思
う
。

（古
文
書
課
　
菊
池
保
男
）



公
文
書
館
の
前
身
県
庁
の
地
下
書
庫

に
初
め
て
入

っ
た
の
は
数
年
前
の
こ
と

で
あ
る
。
私
た
ち
の
町
の
歴
史
を
ま
と

め
た

「
十
文
字
町
史
」
を
刊
行
す
る
こ

と
に
な
り
、
教
育
委
員
会
の
担
当
者
と

し
て
資
料
調
査
の
た
め
に
訪
問
し
た
の

で
あ
る
。
ど
ん
な
所
な
の
か
も
わ
か
ら

ず
、
と
に
か
く
わ
が
町
の
資
料
が
あ
れ

ば
と
お
じ
ゃ
ま
し
た
の
だ
が
、
そ
の
資

料
目
録
に
み
る
文
書
の
多
さ
に
驚
か
さ

れ
た
。
し
か
も
現
在
整
理
中
で
ま
だ
ま

だ
膨
大
な
量
の
文
書
が
あ
る
と
の
こ
と
。

し
か
も
作
業
の
た
め
机
の
上
に
あ
る
統

計
書
な
ど
に
は
私
た
ち
が
求
め
て
い
た

記
録
が
い
っ
ぱ
い
載

っ
て
い
る
。
歴
史

を
学
ぶ
者
に
と

っ
て
は
ま
さ
に
宝
の
山
。

繰
り
返
し
訪
問
し
て
は
調
査
さ
せ
て
も

ら
う
こ
と
と
な

っ
た
。

ま
も
な
く

「秋
田
県
公
文
書
館
」
が

新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
準
備

の
た
め
、
私
た
ち
の
訪
問
調
査
も

一
時

中
断
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
が
、
平
成

五
年
十

一
月
の
公
文
書
館
オ
ー
プ
ン
と

と
も
に
調
査
再
開
と
な

っ
た
。

新
し
い
公
文
書
館
で
ま
ず
び

っ
く
り

し
た
の
が
、
お
び
た
だ
し
い
複
製
本
の

量
で
あ
る
。
公
文
書
館
に
は
県
庁
の
記

録
類
だ
け
で
な
く
、
秋
田
藩
か
ら
引
き

継
が
れ
た
多
数
の
文
書
が
保
管
さ
れ
て

い
る
。
い
た
み
が
激
し
い
古
文
書
は
複

製
本
で
閲
覧
す
る
の
が
望
ま
し
い
が
、

い
つ
の
間
に
こ
れ
だ
け
作
成
し
た
の
か
、

と
に
か
く
驚
か
さ
れ
た
。

閲
覧
や
資
料
を
撮
影
す
る
部
屋
を
貸

し
て
も
ら
え
た
の
も
う
れ
し
か

っ
た
。

な
に
せ
秋
田
ま
で
は
遠
い
の
で
、
作
業

は
い
き
お
い
短
期
決
戦
型
の
集
中
作
業

と
な
る
。
町
史
編
纂
室
か
ら
数
名
で
出

か
け
る
の
で
、
わ
い
わ
い
や

っ
て
他
の

閲
覧
者
に
迷
惑
を
か
け
た
り
、
カ
メ
ラ

撮
影
時
の
明
る
さ
な
ど
が
心
配
だ

っ
た

が
、
そ
う
し
た
作
業
の
た
め
の
部
屋
も

あ
り
、
ま
た
撮
影
用
の
照
明
付
き
設
備

も
あ

っ
て
、
多
く
の
資
料
を
調
査
し
た

り
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
お
か
げ

で
今
年
秋
に
は

「十
文
字
町
史
」
を
刊

行
で
き
る
見
込
み
と
な

っ
た
が
、
そ
れ

に
つ
け
て
も
公
文
書
館
の
歴
史
関
係
の

資
料
の
多
さ
に
は
圧
倒
さ
れ
た
。

公
文
書
館
の
仕
事
の
大
部
分
は
、
県

庁
か
ら
送
り
出
さ
れ
て
来
る
文
書
類
を

保
存
す
る
た
め
の
分
別
や
整
理
で
占
め

ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
歴
史
関
係

の
資
料
の
整
理
や
公
開
は
仕
事
の
ご
く

一
部
の
は
ず
な
の
に
、
よ
く
こ
れ
だ
け

の
作
業
が
で
き
た
も
の
だ
と
思
う
。
膨

大
な
量
の
資
料
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に

入
力
さ
れ
、
き
ち
ん
と
し
た
目
録
が
作

ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
古
文
書
の
収
集

や
諸
記
録
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
も

進
め
ら
れ
て
い
る
。
自
分
の
書
類
も
満

足
に
で
き
な
い
私
は
た
だ
驚
嘆
す
る
ば

か
り
で
あ
る
。

情
報
公
開
の
動
き
が
進
み
、
私
た
ち

が
勤
務
す
る
自
治
体
で
も
公
文
書
の
整

理
と
保
存

へ
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
の
旦
諜
品
ＨＪな
モ
デ
ル
は
今
の

と
こ
ろ
県
の
公
文
書
館
し
か
な
く
、
そ

う
し
た
面
で
注
目
を
集
め
て
い
る
施
設

で
あ
る
が
、
私
は
も
う

一
つ
、
優
れ
た

歴
史
資
料
の
収
集

・
公
開
の
機
関
と
し

て
の
面
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。
今
の
と
こ
ろ

公
文
書
館
の
利
用
度
は
ま
だ
高
い
と
は

一言
え
な
い
が
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る

関
係
者
の
地
道
な
努
力
に
よ

っ
て
、
将

来
行
政
や
歴
史
を
研
究
す
る
者
の
中
心

施
設
と
な

っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

利
用
者
の

一
人
と
し
て
、
秋
田
県
公

文
書
館
の
仕
事
に
対
し
熱
い
エ
ー
ル
を

送
り
た
い
。

（十
文
字
町
教
委
　
町
史
係
長
）

歴
史
調
査
と
公
文
書
館

公文書館の史料を検討 (町史編纂室)



こ
こ
に
紹
介
す
る
資
料
は
、
明
治
十

三

（
一
八
八
〇
）
年
の

「
学
務
課
勧
学

係
事
務
簿
」
に
収
め
ら
れ
た
起
案
文
書

『
私
立
学
校
四
如
堂
外

一
校
公
益
認
定

之
件
』
で
あ
る
。

学
制
期
の
秋
田
県
で
は
、
公
立
学
校

普
及
の
た
め
、
私
学
設
置
に
圧
迫
と
千

渉
が
長
ら
く
加
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
明
治
十
二
年
の
教
育
令
に
よ
り
私

学

へ
の
統
制
が
緩
ま
る
と
、
秋
田
県
で

も
私
学
開
設
の
道
が
法
的
に
保
障
さ
れ
、

私
学
の
興
隆
期
を
迎
え
る
に
至
る
。

町
村
の
公
益
た
る
も
の
と
認
定
さ
れ

た
私
学
に
は
県
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ

た
。
紹
介
す
る
文
書
は
、
南
秋
田
郡
長

よ
り
申
請
さ
れ
た
四
如
堂
と
久
成
学
校

の
公
益
認
定
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

両
校
は
共
に
、
明
治
十
三
年

一
月
、

秋
田
町
に
開
設
さ
れ
た
。
特
に
四
如
堂

は
、
藩
政
期
の
黒
沢
四
如
、
平
元
謹
斎

以
来
の
伝
統
あ
る
漢
学
塾
を
高
弟
西
宮

藤
長
が
引
継
ぎ
、
県
の
私
学
統
制
緩
和

に
応
じ
再
興
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
公
益
認
定
申
請
書
よ
り
四
如

堂
の
経
営
規
模
が
明
ら
か
に
で
き
る
。
　

　

炭
代

＊
生
徒
月
謝
金
…
高
等
生

一
五
銭
、
小
　
　
営
膳
費

学
生

一
〇
銭

（
一
家
二
人
以
上
は
半
額
）
　

書
籍
代

＊
通
学
区
域
…
…
九
町

（
三
四
五
戸
）
　
　

諸
雑
費

＊
一
カ
年
予
算
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
差
引
不
足

収
入

（生
徒
月
謝
）
三
二
八
円
　
　
　
　
　
＊
生
徒
数
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1 1

支
出
　
　
　
　
　
　
一二
五
〇
円

教
員
、
雑
務
方
給
料

一
六
八
円

（六
人
分
）

教
員
助
手
給
料
　
　
　
一二
ハ
円

（二
人
分
）
四
八
円

四
五
円
五
〇
銭

一
〇
円

四
二
円
五
〇
銭

一
二
二
円二
四
二
名

（高
等
生
四
〇
名
、
上
等

生

一
七
名
、
下
等
生

一
六

三
名
、
女
子
二
二
名
）

ま
た
、
四
如
堂
に
通
学

す
る
手
形
九
町

（谷
地
町

上
町
、
同
下
丁
、
新
町
上

町
、
同
下
丁
、
堀
端
町
、

休
下
町
、
本
新
町
、
西
新

町
、
東
新
町
）
の
地
図
と

四
如
堂
の
宅
地
図

（手
形

谷
地
町
下
丁
十
二
番
地
、

坪
数

一
反
七
畝
五
歩
二
合

西
じ
、

そ
し
て
、
校
舎

間
取
り
図
が
添
付
さ
れ
て

い
る
。

丼　　　　　　　．一一一　　授悧蜘識凱一剣嘲尉拗

四
如
堂
の
校
舎
間
取
り
図
　
　
　
者
で
あ
る
西
宮
藤
長
の
私

塾
で
あ
り
、
多
く
の
生
徒
が
入
学
し
周

囲
の
期
待
も
大
き
か

っ
た
。

だ
が
公
文
書
を
調
べ
る
と
、
四
如
堂

お
よ
び
久
成
学
校
の
公
益
認
定
に
は
異

例
の
日
数
が
掛
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

南
秋
田
郡
長
の
五
月

一
日
付
申
請
に
対

し
、
県
の
公
益
認
定
が
お
り
た
の
は
八

月
十
七
日
で
あ
る
。

申
請
書
の
不
明
瞭
な
箇
所
を
三
度
に

わ
た
り
照
会
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
が
、

特
に
四
如
堂
と
久
成
学
校
が
公
立
の
東

郭
学
校
と
五
巷
学
校
を
吸
収
し
た
事
情

が
問
い
た
だ
さ
れ
た
。

郡
長
か
ら
の
回
答
で
は
、
両
公
立
学

校
が
四
如
堂
と
久
成
学
校

へ
の
生
徒
の

流
出
で
有
名
無
実
化
し
、
地
域
の
願
い

で
廃
校
さ
れ
た
事
情
が
説
明
さ
れ
て
い

る
。
両
校
の
書
籍
器
材
が
私
学
に
譲
渡
、

貸
与
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
明
治
七
年

に
県
よ
り
両
校
に
下
与
さ
れ
た
学
資
金

証
書
が
、
戸
長
、
学
務
委
員
の
手
に
保

管
さ
れ
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。

学
務
課
は
私
学
に
よ
る
安
易
な
公
立

学
校
吸
収
の
風
潮
が
広
ま
る
こ
と
を
危

惧
し
、
四
如
堂
と
久
成
学
校
に
つ
い
て

厳
密
に
開
設
事
情
を
た
だ
し
て

一
線
を

引
こ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。

（公
文
書
課
　
柴
田
知
彰
）
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『
御
亀
鑑
』
第
七
巻
秋
府
０
が
完
成

し
た
。
昭
和
六
三
年

一
一
月
の
第

一
巻

江
府
０
か
ら
年

一
冊
ず

つ
刊
行
さ
れ
、

平
成
五
年
度
に
は
刊
行
事
業
が
秋
田
図

書
館
か
ら
当
館
に
引
き
継
が
れ
た
。
昭

和
五
二
年
度
後
半
の
翻
刻
事
業
の
開
始

か
ら
数
え
る
と
、
実
に

一
五
年
が
経
過

し
て
い
る
。

○

『
御
亀
鑑
』
成
立
の
過
程

『御
亀
鑑
』
は
九
代
秋
田
藩
主
佐
竹

義
和
の

一
代
記
と
言
わ
れ
て
き
た
。
第

一
巻
刊
行
後
、
『
秋
田
図
書
館
報
け
や

き
』
第

一
三
九
号
で
、
『
義
和
公
譜
』

と
の
関
係
に
つ
い
て
も
若
干
ふ
れ
ら
れ

て
い
た
が
、
「
江
府
」
七
九
冊

（
請
求

記
号
Ａ
Ｓ
二
八
九
―

一
八
）
、
「秋
府
」

三
六
冊

（
Ａ
Ｓ
二
八
九
―

一
八
―

一
）
、

計

一
一
五
冊
の

『御
亀
鑑
』
の
成
立
過

程
や
史
料
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
は

っ

き
り
し
な
い
こ
と
が
多
か

っ
た
。

そ
の
後
、
「
天
樹
院
様
新
調
御
家
譜

差
上
候
節
記
録
」

（
Ａ
Ｓ
二
八
九
―

一

九
）
の
内
容
か
ら
、
『
御
亀
鑑
』

の
成

立
過
程
や
史
料
的
性
格
を
考
え
る
手
が

か
り
が
得
ら
れ
た
。

文
化

一
二
年

一
二
月

一
二
日
、
記
録

方
右
筆
筆
頭
で
あ

っ
た
岩
堀
宗
六
氏
応

に
、
佐
竹
義
和
の
家
譜
編
纂
が
命
ぜ
ら

れ
、
病
気
に
よ
っ
て

一
時
停
滞
し
た
が
、

天
保
四
年
九
月
二
五
日
に

『義
和
公
譜
』

一
〇
冊
と

『御
亀
鑑
』

一
一
五
冊
完
成

し
た
こ
と
が
、
記
録
方
大
番
頭
小
貫
佐

渡
に
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
に
よ
る

と
、
『御
亀
鑑
』

一
一
五
冊
は
、
『
義
和

公
譜
』
の
引
証
本
と
し
て
編
纂
さ
れ
た

聯
嚇

締

炒

手ヽ
に
子
■
しふ

ふ
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『御亀鑑』江府 ― (右)と 秋府 ― (左 )

も
の
で
あ

っ
た
。
『
義
和
公
譜
』

は
そ

の
後
、
記
録
方
総
裁
や
家
老
の
点
検
を

経
て
、
天
保
五
年
八
月
二
日
、　
一
〇
代

藩
主
佐
竹
義
厚
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
『
御
亀
鑑
』

の
史
料
的
性

格
を
考
え
る
う
え
で
、
『
佐
竹
家
譜
』

編
纂
事
業
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

○

『
御
亀
鑑
』
の
巻
構
成

江
戸
で
の
事
跡
を
記
述
し
た
も
の
が

「江
府
」、
国
元
秋
田
に
お
け
る
動
静
や
事

跡
を
記
述
し
た
も
の
が
「秋
府
」
で
あ
る
。

「
江
府

一
」
の
冒
頭
部
分
に

「
天
樹

公
御
譜
引
證
御
亀
鑑
附
録
、
但
御
日
記

之
外
諸
家
日
記
よ
り
抄
出
致
候
者
必
ず

其
出
所
を
出
」
と
あ
り
、
「
江
府
五
」

の
末
尾
に

「
天
樹
院
様
御
家
督
後
之
御

事
跡
御
亀
鑑
有
り
、
従
是
以
下
不
記
、

附
録
」
と
あ
る
。

つ
ま
り
、
「江
府

一
」

か
ら

「
江
府
五
」
ま
で
は
家
督
以
前
の

記
事
で
あ
り
、　
一
部
重
複
は
あ
る
が
、

八
代
藩
主
義
敦
の
死
後
、
天
明
五
年
六

月

一
〇
日
以
降
の
記
事
が

「
江
府
六
」

以
降
と

「秋
府
」
で
あ
る
。

内
容
に
つ
い
て
く
わ
し
く
述
べ
る
余

裕
は
な
い
が
、
「
秋
府
」

で
は
藩
主
義

和
が
秋
田
に
い
る
時
は
元
日
の
記
録
が

く
わ
し
く
書
か
れ
て
い
る
が
、
江
戸
に

い
る
時
は
元
日
の
記
事
が
な
い
。
ま
た
、

文
化
年
間
に
藩
に
系
図
を
提
出
し
た
武

士
た
ち
の
名
前
が

「秋
府
」
の
随
所
に

み
ら
れ
る
。
逆
に
平
沢
平
角
の
名
前
が

「江
府
」
の
随
所
に
み
ら
れ
る
。
彼
は

江
戸
留
守
居
と
し
て
幕
府
と
藩
の
連
絡

調
整
に
あ
た

っ
た
人
物

で
あ
る
。
「
江

府
」
と

「
秋
府
」
に
分
け
て
い
る
こ
と

は
、
参
勤
交
代
の
義
務
を
負

っ
た
大
名

の
記
録
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
巻
構
成
と

い
え
よ
う
。

寛
政
期
の
秋
田
藩
の
藩
政
改
革
は
高

校
日
本
史
の
教
科
書
に
も
出
て
く
る
が
、

こ
の
寛
政

・
文
化
期
の
秋
田
藩
の
情
勢

を
検
討
す
る
う
え
で
も
、
『
御
亀
鑑
』

は
根
本
史
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（古
文
書
課
　
伊
藤
勝
美
）

―
―
刊
行
事
業
の
終
了
に
あ
た

っ
て
―
―

『御亀鑑』の巻構成

第■巻 江府 1～江府20(安永 4～寛政 3)

第|,巻 江府21～江府34(寛政 4～寛政9 4 5)

第
=巻
江府35～江府50(寛政9 4 6～享和 3)

第14巻 江府51～江府64(文化元～文化 6)

第 51巻 江府65～江府79(文化 7～文化1212晦 )

第

`巻
秋府 1～秋府17(天明5 613～寛政12)

第■養 秋府18～秋府36(享和元～文化12 7 7)



公
文
書
課
が
所
管
し
て
い
る
当
館
の

資
料
を
大
ま
か
に
い
え
ば
、
戦
前
公
文

書
、
知
事
部
局
本
庁
戦
後
永
年
保
存
文

書
、
同
本
庁
有
期
限
文
書
、
同
地
方
機

関
の
文
書
、
行
政
資
料
、
八
郎
潟
千
拓

事
業
技
術
関
係
資
料
、
県
労
会
議
文
書

の
七

つ
に
区
分
で
き
ま
す
。

現
在

一
応
の
整
理
が

つ
い
て
公
開
し

て
い
る
も
の
は
、
戦
前
公
文
書
と
行
政

資
料
中
の
各
都
道
府
県
史
、
そ
れ
に
八

郎
潟
干
拓
事
業
関
係
資
料
で
す
。

戦
前
公
文
書
は
、
当
館
に
引
き
継
が

れ
る
ま
で
は
県
庁
記
録
書
庫
に
保
管
さ

れ
て
い
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
当
時
は

立
ち
入
り
を
認
め
ら
れ
た

一
部
の
研
究

者
に
よ
っ
て
学
術
的
調
査
研
究
に
活
用

さ
れ
、
成
果
が
発
表
さ
れ
て
き
た
も
の

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
誰
も
が
活

用
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
今
後
は
、
大

い
に
利
用
の
成
果
が
期
待
で
き
る
膨
大

な
資
料
群
で
す
。

戦
後
永
年
保
存
文
書
は
、
同
じ
く
県

庁
記
録
書
庫
に
、
本
庁
の
各
課
ご
と
に

分
別
保
存
さ
れ
て
い
た
文
書
で
、
半
現

用
文
書
か
ら
非
現
用
文
書
で
あ
る
歴
史

資
料

へ
と
熟
成
し

つ
つ
、
整
理
が

つ
き

次
第
公
開
さ
れ
て
い
く
日
を
待

っ
て
い

る
文
書
と
い
え
ま
す
。

本
庁
の
有
期
限
文
書
と
地
方
機
関
の

文
書
は
、
完
結
の
翌
年
度
に
文
書
広
報

課
に
引
き
継
が
れ
、
保
存
期
間
経
過
後

は
公
文
書
館
に
引
き
継
ぐ
よ
う
文
書
管

理
規
程
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

当
館
に
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
す
。
こ

れ
ら
の
文
書
の
う
ち
、
今
後

不
要
と
判
断
さ
れ
た
も
の
は
、

婿

原
課
所
に
協
議
の
上
廃
棄
し

限
　
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

制
　
「未
来
に
、
ど
の
よ
う
な
文

¨
書
を
残
す
か
。」
の
判
断

劃
（評
価
選
別
）
は
、
公
文
書

館
と
し
て
の
力
量
を
問
わ
れ

る
大
き
な
研
究
課
題
で
す
が
、

八
郎
潟
干
拓
事
業
技
術
関
係
資
料

（写
真

¨
昭
和
５‐
年
当
時
）

こ
の
分
野
の
文
書
は
、
年
々
膨
大
な
量

が
搬
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
評

価
選
別
の
前
提
と
な
る
整
理
作
業
に
は
、

最
大
の
人
力
投
入
が
必
要
で
す
。

行
政
資
料
と
は
、
国

・
都
道
府
県

。

市
町
村
の
各
機
関
か
ら
寄
贈
さ
れ
る
逐

次
刊
行
物
や
図
書
類
の
ほ
か
、
個
人
や

企
業

・
団
体
か
ら
の
寄
贈
刊
行
物
も
含

め
て
の
総
称
で
す
。
現
段
階
で
は
、
県

政
情
報
室
で
収
蔵
し
て
い
た
資
料
の
う

ち
か
ら
、
秋
田
県
の
諸
機
関
の
発
行
に

か
か
る
も
の
を
除
い
て
引
き
継
い
だ
も

の
が
主
体
で
す
。
資
料
の

一
端
に
は
、

明
治
初
年
に
文
部
省
か
ら
各
府
県
あ
て

十
部
ず

つ
も
配
付
さ
れ
た
印
刷
物

で

『
文
部
省

日
誌
』

と

い
う
も

の
が
あ

り
、
こ
れ
は
秋
田
県
以
外
で
は
、
長
崚

山
口
両
県
に
し
か
収
蔵
が
確
認
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
貴
重
本
と
な

っ
て
い
ま

す
。八
郎
潟
干
拓
事
業
関
係
資
料
は
、
農

林
省
八
郎
潟
干
拓
調
査
事
務
所
、
同
八

郎
潟
千
拓
事
務
所
、
さ
ら
に
八
郎
潟
新

農
村
建
設
事
業
団

へ
と
引
き
継
が
れ
て

き
た
も
の
で
、
八
郎
潟
千
拓
に
関
す
る

貴
重
な
技
術
資
料
で
す
。
当
館
で
は
、

学
術
的
な
調
査
研
究
の
た
め
に
農
林
省

東
北
農
政
局
か
ら
寄
託
を
受
け
公
開
し

て
い
る
も
の
で
、
旧
来
の
資
料
目
録
も

あ
り
ま
す
が
、
検
索
の
利
便
を
考
え
て

目
録
の
再
整
理
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

県
労
会
議
文
書
は
、
県
労
会
議
が
連

合
に
吸
収
さ
れ
る
に
当
た

っ
て
こ
れ
ま

で
の
文
書
を
整
理
し
た
際
、
当
館
に
要

請
が
あ

っ
た
た
め
引
き
取
る
こ
と
に
し

た
資
料
で
、
今
後
整
理
が
進
み
公
開
の

時
が
く
れ
ば
、
行
政

・
民
間
の
双
方
か

ら
、
県
内
労
働
運
動
を
振
り
返
る
上
で

貴
重
な
資
料
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

以
上
の
ほ
か
、
県
政

ニ
ュ
ー
ス
や
事

業
映
画
の
フ
ィ
ル
ム
も
あ
り
、
原
本
修

復
に
よ
る
恒
久
保
存
化
と
ビ
デ
オ
に
よ

る
複
製
資
料
化
を
図

っ
て
お
り
ま
す
。

（公
文
書
課
）



黎

湯

沢
市

立

湯

沢

図

書

館

資
料
保
存
施
設
を
た
ず
ね
て

湯
沢
市
立
湯
沢
図
書
館
は
、
藩
政
時

代
の
郷
校
時
習
書
院
の
跡
に
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
古
文
書
室
に
は
、
藩
政
時
代

の
湯
沢
に
関
す
る
古
文
書
が
多
く
保
存

さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
あ
ず
か
り

湯
沢
に
は
佐
竹

一
門
の
南
家
が
所
預

と
し
て
配
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
「
佐
竹

南
家
御
日
記
」
（全
二
七

一
冊
）

は
、

天
和
二
年

（
一
六
八
二
）
か
ら
慶
応
四

年

（
一
八
六
八
）
ま
で
書
き
継
が
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
史
料
は
湯
沢

・
雄
勝
地

区
に
と
ど
ま
ら
ず
藩
政
時
代
の
政
治

・

経
済
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
史
料
で
す
。

湯
沢
図
書
館
で
は
、
御
日
記
の
長
期

保
存
と
研
究
者
の
利
用
拡
大
を
考
え
、

平
成
二
年
度
よ
り
翻
刻
刊
行
事
業
を
始

秋
田
県
湯
沢
市
内
館

二
七

め
ま
し
た
。
既
に
今
年
平
成
七
年
二
月

に
第

一
巻

（天
和
二
年
か
ら
貞
享
三
年

ま
で
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

湯
沢
図
書
館
で
は
、
御
日
記
の
保
存

と
翻
刻
刊
行
の
た
め
光
デ
ィ
ス
ク
機
器

を
導
入
し
、
平
成
三
～
四
年
度
で
登
録

を
完
了
し
ま
し
た
。
同
時
に
デ
ィ
ス
ク

か
ら
コ
ピ
ー
で
複
製
本
を
二
組
作
製
し
、

一
組
を
閲
覧
提
供
用
と
し
て
い
ま
す
。

光
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
従
来
の
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
よ
り
古
文
書
の
運
筆
が
よ

く
わ
か
る
等
の
長
所
が
あ
り
ま
す
。
湯

沢
図
書
館
で
は
、
御
日
記
の
登
録
完
了

後
、
他
の
収
蔵
古
文
書
に
つ
い
て
も
光

デ
ィ
ス
ク
登
録
を
行
な
い
、
機
器
の
有

効
利
用
を
行

っ
て
い
ま
す
。

佐竹南家御日記

―
保
存
の
手
法
―

当
館
で
は
、
戦
前
期
の
公
文
書
の
保

存
に
日
本

マ
イ
ク
ロ
社
製
中
性
紙
保
存

箱
を
採
用
し
、
こ
れ
に
収
納
し
て
保
存

し
て
い
く
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
戦
前
の
簿
冊
は
重
ね

置
い
て
の
保
存
向
き
に
作
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
た
め
、
近
年
の
よ
う
に
堅
牢

な
フ
ァ
イ
ル
に
収
容
さ
れ
た
文
書
と
同

列
に
扱
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
で

す
。
あ
い
に
く
当
館
の
書
架
は
、
簿
冊

形
態
を
と

っ
て
い
る
資
料
の
保
存
に
は

適
切
で
な
い
た
め
、
簿
冊
の
腰
折
れ
を

防
ぐ
よ
う
な
装
備
を
施
す
必
要
が
あ
る

と
判
断
し
た
か
ら
で
す
。

ほ
か
に
も
、
紙
資
料
の
劣
化
の
原
因

と
な
る
チ
リ
、
ホ
コ
リ
、
紫
外
線
等
の

光
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
利
点

が
あ
り
、
さ
ら
に
、
酸
性
紙
材
料
の
悪

影
響
を
免
れ
る
た
め
に
も
、
ま
た
、
元

来
人
体
そ
の
も
の
が
資
料
に
大
き
な
悪

影
響
を
及
ぼ
す
存
在
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
日
常
、
資
料
に
も

っ
と
も
接
近
し

て
作
業
し
て
い
る
職
員
か
ら
資
料
を
護

る
上
で
有
効
な
対
策
で
あ
る
こ
と
も
、

や
は
り
保
存
箱
の
効
用
の

一
面
で
す
。

箱

一
個
の
価
格
が
千
数
百
円
で
、
総

体
で
か
な
り
の
費
用
に
な
る
こ
と
が
難

点
で
す
が
、
資
料
保
護
の
た
め
、
書
庫

の
温
湿
度
管
理
に
二
十
四
時
間
空
調
を

運
転
し
て
い
る
費
用
な
ど
に
対
比
し
て

み
れ
ば
、
十
年
以
上
買
い
替
え
を
必
要

と
し
な
い
保
存
箱
の
費
用
は
妥
当
な
も

の
か
な
と
思
い
ま
す
。

保
存
箱
に
収
納
し
た
状
態
で
保
存
じ

て
い
く
た
め
に
は
、
利
用
客
の
閲
覧
に

供
す
る
場
合
を
除
い
て
頻
繁
な
出
し
入

れ
を
し
な
い
で
済
む
よ
う
に
、
収
納
す

る
以
前
に
そ
の
簿
冊
の
概
要
調
査
が
済

ん
で
い
る
こ
と
が
前
提
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
保
存
箱
外
面
の
識
別
表
示
作

業
と
、
簿
冊
概
要
調
査
の
作
業
と
が
平

行
し
て
進
行
す
る
よ
う
準
備
中
で
す
。

（公
文
書
課
）

公
文
書
の
中
性
紙
箱
に
よ
る
保
存

明治期の薄冊の保存



平
成
六
年
十

一
月
十
七
日
館
内
多
目

的
ホ
ー
ル
で
、
末
尾
の
諸
氏
の
ご
参
加

を
得
て
、
公
文
書
館
に
関
す
る
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
提

言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
な
か

の
い
く

つ
か
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

○
公
文
書
の
収
集
で
は
、
手
続
き
の

正
統
性
よ
り
も
歴
史
史
料
と
し
て
の
内

容
で
判
断
す
べ
き
。
○
土
木

・
建
築
の

設
計
図
は
ぜ
ひ
保
存
を
。
○
公
文
書
の

検
索
シ
ス
テ
ム
を
、
件
名
目
録
ま
で
、

そ
し
て
図
書
館
同
様

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
検

索
化
ま
で
進
め
る
べ
き
。
○
古
文
書
の

場
合
県
内
の
中
央
文
書

（も
ん
じ
ょ
）

セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
。
○

古
文
書
の
旧
図
書
館
時
代
の
目
録
で
は

検
索
が
不
便
な
の
で
再
整
備
を
。
○
公

文
書
館
で
翻
刻
刊
行
し
た
史
料
は

一
般

書
店
で
も
販
売
を
。

出
席
者
氏
名

（所
属
お
よ
び
敬
称
略
）

板
橋
範
芳
、
菊
池
勝
俊
、
佐
藤
尚
武
、

塩
谷
順
耳
、
鈴
木
達
郎
、
土
肥
稔
、
中

田
好
彦
、
堀
野

一
男
、
渡
辺
英
夫

秋
田
県
公
文
書
館
で
は
、
左
記
の
要

領
で
、
古
文
書
解
読
講
座
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

一
、
入
門
講
座

こ
の
講
座
は
、
昨
年
度
の

「
初
め
て

学
ぶ
方
の
た
め
の
古
文
書
解
読
講
座
」

を
改
称
し
た
も
の
で
、
主
と
し
て
当
館

所
蔵
の
近
世
文
書
を
使

っ
て
、
古
文
書

解
読
の
基
礎
的

・
基
本
的
こ
と
が
ら
に

つ
い
て
学
び
、
古
文
書
を
学
ぶ
楽
し
さ

や
意
義
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
古
文
書
及

び
公
文
書
の
保
存
と
活
用
の
重
要
性
に

つ
い
て
も
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

日
時
　
八
月
二
日

（講
座
①

。
②
）

三
日

（講
座
③

・
④
）

四
日

（講
座
⑤

・
⑥
）

午
前
九
時
半
か
ら

一
二
時
ま
で

会
場
　
秋
田
県
公
文
書
館

（
三
階
多
目

的
ホ
ー
し

講
師
　
当
館
職
員
が
担
当
し
ま
す

定
員
　
五
〇
名

申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
住
所

。
氏

名
を
明
記
の
上
、
個
人
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
返
信
用
の

は
が
き
を
受
講
者
カ
ー
ド
と
し

ま
す
の
で
、
必
ず
往
復
は
が
き

で
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
会

場
の
都
合
に
よ
り
定
員
に
達
し

た
場
合
に
は
受
付
を
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
先
　
一０
０

一
〇
　
秋
田
市
山
王
新

町

一
四
―
三

一　

秋
田
県
公
文

書
館
　
古
文
書
解
読
講
座

（入

門
講
座
係
）

申
込
受
付
期
間

六
月
二
六
日
～
七
月

一
〇
日

経
費
そ
の
他
　
参
加
料
は
無
料
で
す
。

当
日
受
講
者
カ
ー
ド
を
受
付
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

講
座
①
　
近
世
文
書
の
文
体

（候
文
）

の
特
色
を
知
る
。

講
座
②
　
近
世
文
書
に
頻
出
す
る
漢
文

的
な
用
例
と
用
語
を
知
る
。

講
座
③
　
特
色
あ
る
当
て
字
の
用
例
と

異
体
字
の
例
を
知
る
。

講
座
④
　
演
習
　
近
世
文
書
を
読
む

（国
典
類
抄

・
御
亀
鑑
）

講
座
⑤
　
演
習
　
近
世
文
書
を
読
む

（国
典
類
抄
）

講
座
⑥
　
講
義
　
古
文
書
の
保
存
と
活

用
に
つ
い
て
。

二
、
専
修
講
座

こ
の
講
座
は
、
昨
年
度
ま
で
の

「
古

文
書
解
読
研
究
会
」
を
発
展
さ
せ
た
も

の
で
、
主
と
し
て
当
館
所
蔵
の
近
世
文

書
を
使

っ
て
、
歴
史
の
実
証
的
な
方
法

を
学
ぶ
と
と
も
に
、
古
文
書
及
び
公
文

書
の
保
存
と
活
用
の
重
要
性
に
つ
い
て

も
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。詳
細
に
つ
い
て
は

「
公
文
書
館
だ
よ

り
」
第
二
号
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

（古
文
書
課
　
伊
藤
勝
美
）

「「摯摯摯一一一″」一」一̈
計」″」一一一一″」

6年度 実施風景



公

文

書

館

平

成

七

年

度

の
事

業

◎
総
括
的
事
項

。
『事
業
年
報
』
第
二
号
の
発
行

金
ハ
月
）

ｏ
館
報

「
公
文
書
館
だ
よ
り
」
の
発

行

（九
月
下
旬
、
二
月
下
旬
）

ｏ
特
別
整
理
期
間
に
よ
る
休
館

（九

月
二
十
四
日
～
十
月
八
日
）

・
書
庫
燻
蒸

（九
月
二
十
二
日
～
二

十
七
日
）

。

『
研
究
紀
要
』
第
二
号
の
発
行

（平
成
八
年
二
月
）

・
平
成
八
年
度
全
史
料
協
大
会
地
元

開
催
の
準
備
検
討

（通
年
）

◎
公
文
書
課
関
係

。
公
文
書

（第

一
次
目
録
）
、
行
政

資
料
の
目
録
整
備
作
業

（通
年
）

。
公
文
書

・
行
政
資
料
公
開
冊
数
の

追
加

。
公
文
書
の
引
き
継
ぎ

（六
月
）

・
県
政
映
画
の
補
修
恒
久
保
存
と
ビ

デ
オ
化

（七
月
～
九
月
）

・
企
画
展
示
―
主
題
未
定

（八
月
十

六
日
～
九
月
十
六
日
、
一
一回
目
十

月
二
十
～
十

一
月
十
日
館
内
特
別

展
示
室
）

。
中
性
紙
保
存
箱
に
よ
る
保
存
の
追

加

（十
～
二
月
）

・
貴
重
資
料
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

撮
影

（十
月
～
十
二
月
）

◎
古
文
書
課
関
係

所
蔵
古
文
書
の
統

一
日
録
整
備
及

び
整
理
促
進
並
び
に
中
性
紙
封
筒

及
び
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱

へ
の
収
納
配

架
の
促
進

（通
年
）

翻
刻
事
業

『
北
家
御
日
記
』
及
び

同
過
年
度
分
照
合
事
業

（通
年
）

翻
刻
活
字
の
刊
行
新
シ
リ
ー
ズ

『渋
江
和
光
日
記
』
第

一
巻

（全

十
二
巻
）
の
発
行

（発
注
五
月
、

校
正
七
月
～

一
月
、
刊
行
二
月
）

現
地
古
文
書
の
所
在

・
保
存
状
況

調
査
と

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
収
集

（六
、
九
、　
一
月
）

県
内
市
町
村
史
料
保
存
関
係
機
関

担
当
者
会
議

。
研
修

（六
月
二
十

三
日
館
内
多
目
的
ホ
ー
ル
）

古
文
書
入
門
講
座
の
開
催

（八
月

二
～
四
日
―
館
内
多
目
的
ホ
ー
ル

募
集
人
員
五
十
名
）

古
絵
図
の
複
製

（八
月
～
九
月
）

古
文
書
の
修
復
、
複
製

（十
月
～

二
月
）

古
文
書
専
修
講
座

（十

一
月
二
十
日

～
二
十

一
日
館
内
多
目
的
ホ
ー
ル
）

＊
編

集

後

記

本
号
は
、
「
ト

ッ
プ
」

の
湯
沢
町
絵

図
の
紹
介
、
十
文
字
町
教
委
の
土
肥
さ

ん
の

「
利
用
者
の
声
」
、
湯
沢
図
書
館

の
訪
間
、
及
び
同
館
の
長
編
佐
竹
南
家

御
日
記
の
翻
刻
活
字
本
第

一
巻
の
発
刊

を
紹
介
し
た

「資
料
保
存
施
設
を
た
ず

ね
て
」
で
、
県
南
特
集
号
の
趣
き
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

と
く
に
、
全
国
的
に
み
て
も
評
価
に

値
す
る
と
思
わ
れ
る
、
長
編
翻
刻
本
の

発
刊
に
踏
み
切
ら
れ
た
市
教
委
当
局
の

意
識
の
高
さ
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
毎
年
度
で
な
く
と
も
継
続
さ

れ
て
い
く
こ
と
を
願
わ
ず
に
い
ら
れ
ま

せ
ん
。公

文
書
館
だ
よ
り
　
第
二
号

平
成
七
年
二
月
十
日
発
行

編
集
発
行
　
秋
田
県
公
文
書
館

（表
紙
題
字
　
寿
松
木
　
毅
）

〒
〇

一
〇

秋
田
市
山
王
新
町

一
四
―
三

一

０

（〇

一
八
八
）
六
六
―
八
三
〇

一

印
刷
　
　
太
陽
印
刷
株
式
会
社

公文 書 館 Tll l用 1案 内

○開館時間■

■平■ |‐ ■日

|■二■日1曜白
10休館日|||

‐9■ 00-119100

9‐ :00-17100

菫
会
館


